
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

テーマ「スイーツ!」
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文
藝
春
秋

2

講
談
社

3

あ
か
ね
書
房

4

坂
さか

木
き

　司
つかさ

／著
２  ショートケーキ。

　作品にスイーツがよく登
場する著者によるショート
ケーキを巡る５篇の連作集。
なんだかコーヒーや紅茶が
飲みたくなってきそうです。

図 書 館

　Zine（同人誌や雑誌などの小冊子）を作るワーク
ショップです。オリジナルのZineを作ってみませんか。

Make Your Own Zine

公 民 館

工
く

藤
どう

ノリコ／作サトシン／作
よしながこうたく／絵

4  マルガリータとまほう
のドロップ

3   でんせつのきょだい
　あんまんをはこべ

1  パリ在住の料理人が教える
もらって嬉しいチョコ
レートレシピ

　料理が得意なクマの女の
子マルガリータが、クルミの
船に乗って冒険に出発！

　アリの世界の「巨大なプ
ロジェクトK」の物語。

えもじょわ／著
　写真が豊富で分かりやす
く、きれいに仕上げるコツを
丁寧に解説しています。

20人程度（要申込）定　員 無料参加費
中央公民館中研修室、グループ学習室1ところ
２月12日㈰ 午後1時～4時と　き

　パネル・写真での保護猫・犬の紹介や里親を募集し
ます。チャリティーマルシェも同時開催。

　菊池市キクロスカレッジとは、「地域のさまざまな課
題の解決や活性化に向けて、地域の有意な人財が専
門性を高め、まちづくりリーダーとなるための学びの場」
として、本年度6月に新たに開校しました。
　初年度の今回は、「防災」「デジタルコンテンツ」「ス
ポーツ」の3つのコースを開設。7カ月間のカリキュラ
ムを修了し、12月17日の午前11時から中央公民館
で閉校式を行いました。

　キクロスカレッジ学長の江
え

頭
がしら

実
みのる

市長が、修了生23
人に修了証を授与。修了生を代表して、スポーツマイ
スターコースの田

た

中
なか

文
ふ

容
よう

子
こ

さんが、「子どもたちの笑
顔のために、私たちも笑顔を忘れず取り組んでいきた
い」と、自らの抱負を力強く述べました。
　今後、申請のあった修了生は、マイスターとして認
証・登録し、市内の学校や施設、団体などからの要請
に応じて活動していく予定です。

キクロスにゃんにゃんマルシェ

令和4年度「菊池市キクロスカレッジ」の
閉校式を行いました

市生涯学習センターところ
2月23日㈭ 午前11時～午後3時と　き
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